
年 6 月 16 日 13 時 10 分 〜 15 時 00 分

宮城舞台技術者協会の事業について

　　　日本公証人連合会のHPにあります、理事会を設置しない一般社団法人の記載例を参考に作りました。会計監査人、基金非設置のものです。

　　○事務局より、提案。また、今回は理事会をもうけておりません。会員数が40社程度ですので、問題ないかと。必要とお考えであれば、設置いたし

　　　　ます。ご意見お願いします。　

■役員について決議をする

　　○全員一致で会名を決定する。

■定款について

　　○協会HPの会員ページ内に本会終了後、UPします。各自ご確認の上、ご意見ください。→次回の会合にて決議をいたします。

　　   していく団体であるということを定義とする、など、明確にすることが重要であると思う。

　　○今後の活動として、コロナが落ち着いた後、講習会等なども視野にいれていったらいいのでは。
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　　→ 別紙のとおり、目的、事業内容をまとめました。　→ 内容一部修正　→ 全員一致で決定する

　　○前回の時に資料でいただいた、朝日新聞の記事の150万円の助成はどうなったかわかりますか。

　　→ 会議後半で説明

　　○わらび座さんが再開されたようだが何か参考になる情報はありますか。　　→ 調べている途中です。もう少しお時間ください。

■役員について

　　○事務局より、提案。理事には、会員の法人の代表者になっていただきたい

　　○事務局より、提案。監事は、個人事業主さんのなかから、音響、照明、舞台の中から１名ずつお願いしたいと思います。

　　検温計舞台監督工房にも、2個あります。貸し出し可能です。ICCも「AI温検知カメラ」のレンタルが可能です。後日、詳細を提供します。

　　サーマルカメラにかんしては、定価の相場が200万前後で、アイリスオーヤマが90万で最近販売開始したとのこと。

　　○A.今後の団体としての活動目的、事業計画案を示していただきたい。それにより、会員がどんな活動を提案していけるのか、考えやすいと思う。

　　○Bアフターコロナに目を向けるだけでなく、長い目でみて協会としてどんなことができるのか、しっかり考えて行きたい。

　　○今後、協会の定義をしっかり決めなくてはならないと思う。例えば、宮城県、仙台の芸術文化をどんな困難な状況でもしっかりとつないでサポート

　　○6/23 13時〜　　
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■前回（第2回)の開催からの報告

　　○協会の集まりに参加できなかった時などに、どんな話し会い等がなされたか知りたい。→簡易HPを作成いたしました。

　　○私達が協会等の活動をするにあたり、コロナにかかるリスクがあるのではないだろうか。事前にPCR検査等受けさせるとか考えているのか。

　　→ 現状では、民間の医療機関では、1回１万円でPCR検査をうけることができる。しかし、協会として、事業毎にPCR検査を実施することは、

　　予算的にも現実的ではない。これまで同様、マスク、手洗い等の実施をしっかりしながら、今後の状況をみながら判断していきたい。
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■宮城舞台技術者協会の目的、事業内容

　　○別紙のとおり決定とする。

■役員について

　　○理事は、法人事業主の代表者に引き受けていただく

　　○監事は、個人事業主の音響、照明、舞台の中堅どころ３名にお願いしたい。今期は、中鉢氏、太田氏、菅原氏の３名で決定。

■次回の開催について
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　　　　　イズミティーのスタッフの皆さんと協力し、無事に公演を終えることができた。安全衛生管理に大変気を配り公演を行った。まだまだ手探りの部分

　　　　　がたくさんあった。今回携わったメンバーは、舞台監督工房、コントライブ、志賀舞台照明の3社になります。詳しいお話を聞きたい方は、是非

　　　　　直接お問い合わせいただきたい。

　　　　　現在、関係各所から発売されている映像は、残念ながら、必要なところに届いていない。また、映像内容は記録内容が非常に多い。

　　　　　今後、文化庁から示される、申請方法も含め、協会として取り組んでいけるか、引き続き検討する。

■フリーランス等向け最大150万支援について

　　　　　現在、文化庁からは、全体のイメージ図のみしかしめされておりませんが、これまでの持続化給付金とは、全く違います。対価に対しての支援と

　　　　　なっております。情報が発表されましたら、随時お知らせしていきます。

■6/14にイズミティーでおこなわれたバレエ公演の報告
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■今後の活動提案

　　　 ○教育プログラム用映像作成について提案

　　　　　6/12文化庁から発表された、「令和2年度補正予算等における文化芸術関係者への支援」の中にある「文化芸術活動への緊急総合支援パッ

　　　　　ケージ」を利用して教育用映像を作成する。音響、照明、道具等各セクションごとに、シチュエーションを分け撮影、編集して動画を作成する。

　　　　　対象は、各社の新人、専門学校の生徒。技術継承の為に幅広く使用して頂く。各分野における技術の内容を開示する事により業界の新人教育

　　　　　に役立てる。北海道の協会で作った映像を参照。


